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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の発光手段と、
　第２の発光手段と、
　複数の辺を有し、夫々の辺に複数の端子を備える制御手段と、
　前記第１の発光手段と前記制御手段を接続するための第１の配線パターンが接続される
第１の端子群と、
　前記第２の発光手段と前記制御手段を接続するための第２の配線パターンが接続される
第２の端子群と、
を備え、
　前記第１の端子群は、前記複数の辺のうち前記第１の発光手段に最も近い第１の辺に備
えられ、
　前記第２の端子群は、前記複数の辺のうち前記第２の発光手段に最も近い第２の辺に備
えられ、
　前記第１の辺と前記第２の辺は隣り合う辺であり、前記第１の辺と前記第２の辺は第１
の角をなし、
　前記第１の辺に備えられた複数の端子のうち、前記第１の角に最も近い端子は、前記制
御手段をグランドにつなぐ端子であり、
　前記第２の辺に備えられた複数の端子のうち、前記第１の角に最も近い端子は、前記制
御手段をグランドにつなぐ端子であることを特徴とする光学装置。
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【請求項２】
　前記第１の端子群は、前記第１の辺に備えられた複数の端子のうち、前記第１の発光手
段に最も近い端子を含み、
　前記第２の端子群は、前記第２の辺に備えられた複数の端子のうち、前記第２の発光手
段に最も近い端子を含むことを特徴とする請求項１に記載の光学装置。
【請求項３】
　前記第１の発光手段と前記第２の発光手段とを結ぶ仮想線と、前記第１の辺及び前記第
２の辺は平行ではないことを特徴とする請求項１又は２に記載の光学装置。
【請求項４】
　前記第１の発光手段とは接続しない第３の配線パターンが接続される、前記第１の辺に
備えられた第３の端子群と、
　前記第２の発光手段とは接続しない第４の配線パターンが接続される、前記第２の辺に
備えられた第４の端子群と、
を備えることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の光学装置。
【請求項５】
　前記第１の発光手段と前記第１の端子群との距離は、前記第１の発光手段と前記第３の
端子群との距離よりも近く、
　前記第２の発光手段と前記第２の端子群との距離は、前記第２の発光手段と前記第４の
端子群との距離よりも近いことを特徴とする請求項４に記載の画像形成装置。
【請求項６】
　前記第１の端子群は、前記第１の発光手段と前記制御手段を結ぶ垂線と前記第１の辺と
の交点に最も近い端子を含み、
　前記第２の端子群は、前記第２の発光手段と前記制御手段を結ぶ垂線と前記第２の辺と
の交点に最も近い端子を含むことを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の光
学装置。
【請求項７】
　第３の発光手段と、
　第４の発光手段と、
　前記第３の発光手段と前記制御手段を接続するための第５の配線パターンが接続される
第５の端子群と、
　前記第４の発光手段と前記制御手段を接続するための第６の配線パターンが接続される
第６の端子群と、
を備え、
　前記第５の端子群は、前記複数の辺のうち前記第３の発光手段に最も近い第３の辺に備
えられ、
　前記第６の端子群は、前記複数の辺のうち前記第４の発光手段に最も近い第４の辺に備
えられることを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の光学装置。
【請求項８】
　前記第３の発光手段とは接続しない第７の配線パターンが接続される、前記第３の辺に
備えられた第７の端子群と、
　前記第４の発光手段とは接続しない第８の配線パターンが接続される、前記第４の辺に
備えられた第８の端子群と、
を備えることを特徴とする請求項７に記載の光学装置。
【請求項９】
　前記第３の発光手段と前記第５の端子群との距離は、前記第３の発光手段と前記第７の
端子群との距離よりも近く、
　前記第４の発光手段と前記第６の端子群との距離は、前記第４の発光手段と前記第８の
端子群との距離よりも近いことを特徴とする請求項８に記載の光学装置。
【請求項１０】
　前記第３の辺と前記第４の辺は隣り合う辺であり、前記第３の辺と前記第４の辺は第２
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の角をなし、
　前記第５の端子群は、前記第３の辺に備えられた複数の端子のうち、前記第２の角に最
も近い端子を含み、
　前記第６の端子群は、前記第４の辺に備えられた複数の端子のうち、前記第２の角に最
も近い端子を含むことを特徴とする請求項７に記載の光学装置。
【請求項１１】
　第１の発光手段と、
　第２の発光手段と、
　複数の辺を有し、夫々の辺に複数の端子を備える制御手段と、
　前記第１の発光手段と前記制御手段を接続するための第１の配線パターンが接続される
第１の端子群と、
　前記第２の発光手段と前記制御手段を接続するための第２の配線パターンが接続される
第２の端子群と、を備え、
　前記第１の端子群は、前記制御手段の複数の角のうち、前記第１の発光手段に最も近い
角をなす第１の辺及び第２の辺に配置され、
　前記第２の端子群は、前記制御手段の複数の角のうち、前記第２の発光手段に最も近い
角をなす前記第２の辺及び第３の辺に配置されることを特徴とする光学装置。
【請求項１２】
　請求項１乃至１１のいずれか１項に記載の光学装置と、
　前記光学装置から発光された光により静電潜像が形成される感光体と、
　前記感光体に形成された静電潜像をトナーにより現像する現像手段と、を備えることを
特徴とする画像形成装置。
【請求項１３】
　第１の発光手段と、
　第２の発光手段と、
　複数の辺を有し、夫々の辺に複数の端子を備える制御手段と、
　前記第１の発光手段と前記制御手段を接続するための第１の配線パターンが接続される
第１の端子群と、
　前記第２の発光手段と前記制御手段を接続するための第２の配線パターンが接続される
第２の端子群と、を備える光学装置であって、
　前記第１の端子群は、前記複数の辺のうち前記第１の発光手段に最も近い第１の辺に備
えられ、
　前記第２の端子群は、前記複数の辺のうち前記第２の発光手段に最も近い第２の辺に備
えられる光学装置と、
　前記光学装置から発光された光により静電潜像が形成される感光体と、
　前記感光体に形成された静電潜像をトナーにより現像する現像手段と、を備えることを
特徴とする画像形成装置。
【請求項１４】
　第１の発光手段と、
　第２の発光手段と、
　第３の発光手段と、
　第４の発光手段と、
　複数の辺を有し、夫々の辺に複数の端子を備える第１の制御手段と、
　複数の辺を有し、夫々の辺に複数の端子を備える第２の制御手段と、
　前記第１の発光手段と前記第１の制御手段を接続するための第１の配線パターンが接続
される第１の端子群と、
　前記第２の発光手段と前記第１の制御手段を接続するための第２の配線パターンが接続
される第２の端子群と、
　前記第３の発光手段と前記第２の制御手段を接続するための第３の配線パターンが接続
される第３の端子群と、
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　前記第４の発光手段と前記第２の制御手段を接続するための第４の配線パターンが接続
される第４の端子群と、を備える光学装置であって、
　前記第１の端子群は、前記第１の制御手段の複数の辺のうち前記第１の発光手段に最も
近い第１の辺に備えられ、
　前記第２の端子群は、前記第１の制御手段の複数の辺のうち前記第２の発光手段に最も
近い第２の辺に備えられ、
　前記第３の端子群は、前記第２の制御手段の複数の辺のうち前記第３の発光手段に最も
近い第３の辺に備えられ、
　前記第４の端子群は、前記第２の制御手段の複数の辺のうち前記第４の発光手段に最も
近い第４の辺に備えられている光学装置と、
　前記光学装置から発光された光により静電潜像が形成される感光体と、
　前記感光体に形成された静電潜像をトナーにより現像する現像手段と、を備えることを
特徴とする画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、主に電子写真プロセスを用いたレーザビームプリンタ、複写機、ファクシミ
リ等の画像形成装置に関する。特に、画像形成に使用する光ビームを照射する光学装置に
関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　電子写真方式のカラー画像形成装置では、レーザ等の光ビームを照射することで、帯電
された複数の感光ドラム上に静電潜像を形成する。そして、現像器により静電潜像を各色
のトナーで現像することで、感光ドラム上にトナー画像を形成する。各感光ドラムに形成
されたトナー画像が転写され、重ね合わされることにより多色のトナー画像となりカラー
画像の形成を行う。
【０００３】
　このようなカラー画像形成装置において、光ビームの生成手段は、以下のような部材を
備えている。光ビーム制御基板上に配置された光ビームを出射するレーザダイオード、レ
ーザダイオードを発光させるための駆動電流を制御する制御手段、レーザダイオードから
出射した光ビームを感光ドラム面上に結像させるためのレンズ。また、折り返しミラーや
、ポリゴンミラー等を含む光学部品。光ビーム生成手段は、コントローラ等から送信され
る画像信号に基づいて、レーザダイオードを高速スイッチングさせることにより、感光ド
ラム上に静電潜像を形成する。
【０００４】
　レーザダイオードを高速スイッチングさせると、光ビーム制御基板上のレーザダイオー
ドに駆動電流が流れることによる高強度の放射ノイズが光ビーム制御基板から放射される
ことが一般的に知られている。放射ノイズの対策として、特許文献１においては、光ビー
ム制御基板上におけるレーザダイオードとレーザ制御ＩＣの配置構成、及び光ビーム制御
基板から放射される放射ノイズの低減手法についての技術開示がされている。レーザ制御
ＩＣは各色のレーザダイオードに対して１対ずつ光ビーム制御基板上に配置されており、
色ごとに光ビームの発光制御を行い各色の感光ドラムに光ビームを照射する。また、光ビ
ーム制御基板から発生する放射ノイズを低減する手法として、光ビーム制御基板を金属な
どのノイズ遮蔽部材でシールドすることにより、放射ノイズを抑制することについて開示
されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１５－１１１６０
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従来のように、レーザ制御基板から放射される放射ノイズを抑制させるためにノイズ遮
蔽部材などを追加すると、装置が大型化してしまう可能性があるという課題があった。
【０００７】
　本出願に係る発明は、以上のような状況に鑑みなされたものであり、装置の大型化を抑
制しつつ、放射ノイズを抑制する装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、第１の発光手段と、第２の発光手段と、複数の辺を有し、
夫々の辺に複数の端子を備える制御手段と、前記第１の発光手段と前記制御手段を接続す
るための第１の配線パターンが接続される第１の端子群と、前記第２の発光手段と前記制
御手段を接続するための第２の配線パターンが接続される第２の端子群と、を備え、前記
第１の端子群は、前記複数の辺のうち前記第１の発光手段に最も近い第１の辺に備えられ
、前記第２の端子群は、前記複数の辺のうち前記第２の発光手段に最も近い第２の辺に備
えられ、前記第１の辺と前記第２の辺は隣り合う辺であり、前記第１の辺と前記第２の辺
は第１の角をなし、前記第１の辺に備えられた複数の端子のうち、前記第１の角に最も近
い端子は、前記制御手段をグランドにつなぐ端子であり、前記第２の辺に備えられた複数
の端子のうち、前記第１の角に最も近い端子は、前記制御手段をグランドにつなぐ端子で
あることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の構成によれば、装置の大型化を抑制しつつ、放射ノイズを抑制する装置を提供
することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】画像形成装置の概略構成図
【図２】光学装置２１０の上面図
【図３】レーザダイオード２１１ｙを発光させるためのレーザ駆動システム回路
【図４】第１の実施形態における、レーザ制御基板上のレーザ制御ＩＣとレーザダイオー
ドの配置構成を示した図
【図５】第１の実施形態における、レーザ制御基板上のレーザ制御ＩＣとレーザダイオー
ドの配置構成を示した図
【図６】第２の実施形態における、レーザ制御基板上のレーザ制御ＩＣとレーザダイオー
ドの配置構成を示した図
【図７】第２の実施形態における、レーザ制御基板上のレーザ制御ＩＣとレーザダイオー
ドの配置構成を示した図
【図８】第３の実施形態における、レーザ制御基板上のレーザ制御ＩＣとレーザダイオー
ドの配置構成を示した図
【図９】第４の実施形態における、レーザ制御基板上のレーザ制御ＩＣとレーザダイオー
ドの配置構成を示した図
【図１０】従来例における、レーザ制御ＩＣとレーザダイオードの配置構成を示した図
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、図面を用いて本発明の実施形態について説明する。なお、以下の実施形態は特許
請求の範囲に係る発明を限定するものでなく、また実施形態で説明されている特徴の組合
せの全てが発明の解決手段に必須のものとは限らない。
【００１２】
　（第１の実施形態）
　［画像形成装置］
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　図１は、本実施形態における画像形成装置の概略構成図である。カラーレーザビームプ
リンタである画像形成装置は、４色（Ｙ：イエロー、Ｍ：マゼンタ、Ｃ：シアン、Ｂｋ：
ブラック）のトナー画像を重ね合わせてカラー画像を形成するために、各色に対応した画
像形成部を備えている。
【００１３】
　カラーレーザビームプリンタ２０１は、ホストコンピュータ２０２から画像データ２０
３を入力されると、カラーレーザビームプリンタ２０１内のビデオコントローラ２０４で
画像データを展開し、画像形成するための画像データへ変換する。そして、ビデオコント
ローラ２０４は、その画像データに基づいてレーザダイオードを発光制御するためのビデ
オ信号形式データである、ビデオ信号２０５を生成する。制御手段としてのエンジンコン
トローラ２０６はＣＰＵ２０９等の演算処理手段を有している。ビデオコントローラ２０
４で生成されたビデオ信号２０５は、ビデオコントローラ２０４からエンジンコントロー
ラ２０６に送信される。
【００１４】
　光照射手段としての光学装置２１０内にあるレーザ制御基板２２５上に、レーザ制御Ｉ
Ｃ（Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）２２６ａ、２２６ｂは配置されている。レ
ーザ制御ＩＣ２２６ａ、２２６ｂにより複数の発光手段としてのレーザダイオード２１１
ｙ、２１１ｍ、２１１ｃ、２１１ｋをビデオ信号に応じて駆動する。各レーザダイオード
から出射されたレーザビーム２１２ｙ、２１２ｍ、２１２ｃ、２１２ｋは、回転多面鏡で
あるポリゴンミラー２０７の反射面で反射される。そして、レンズ２１３ｙ、２１３ｍ、
２１３ｃ、２１３ｋを透過し、折り返しミラー２１４ｙ、２１４ｍ、２１４ｃ、２１４ｋ
により偏向される。偏向された各レーザビームは、感光体としての感光ドラム２１５ｙ、
２１５ｍ、２１５ｃ、２１５ｋ上に照射される。
【００１５】
　感光ドラム２１５ｙ、２１５ｍ、２１５ｃ、２１５ｋは、帯電手段２１６ｙ、２１６ｍ
、２１６ｃ、２１６ｋにより所望の電位に帯電される。帯電された感光ドラムにレーザビ
ームを照射して表面電位を部分的に下げることにより、感光ドラム表面に静電潜像を形成
する。形成した静電潜像を現像手段２１７ｙ、２１７ｍ、２１７ｃ、２１７ｋにより現像
することで、感光ドラム上に静電潜像に応じたトナー画像が形成される。
【００１６】
　感光ドラム上に形成されたトナー画像は、一次転写部材２１８ｙ、２１８ｍ、２１８ｃ
、２１８ｋに一次転写バイアスが印加されることにより、中間転写体である無端状の中間
転写ベルト２１９上に一次転写される。最初にイエローのトナー画像が中間転写ベルト２
１９上に一次転写され、その上にマゼンタ、シアン、ブラックのトナー画像が順次転写さ
れ、カラー画像が形成される。中間転写ベルト２１９は、中間転写ベルト駆動ローラ２５
６により駆動される。
【００１７】
　給紙カセット２２０内に積載されている例えば紙である記録材２２１は、給紙ローラ２
２２によって給紙される。そして、中間転写ベルト２１９上に一次転写されたカラー画像
に同期するように二次転写部２２３へと搬送される。そして、二次転写ローラに二次転写
バイアスが印加されることにより、記録材上にカラー画像が二次転写される。カラー画像
が二次転写された記録材２２１は、定着器２２４にて熱と圧力により熱定着が行なわれ記
録材上にカラー画像が定着される。そして、排紙部により排紙トレイに排紙される。以上
が画像形成装置の概略の説明である。次に、光学装置の概略について説明を行い、その後
にレーザ駆動システムの回路構成について詳細に説明をする。
【００１８】
　［光学装置］
　図２に光学装置２１０の上面図を示す。なお、光学装置２１０は各色で同じ構成である
ため、ここでは説明の便宜上イエローステーションについて図示して説明をする。
【００１９】
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　レーザ制御基板２２５上に配置したレーザダイオード２１１ｙは、１つのパッケージ中
に独立して発光可能な２つの発光部を有するツインビームレーザダイオード（以下、レー
ザダイオードとも呼ぶ）である。レーザダイオード２１１ｙより出射したレーザ光３０１
ａ、３０１ｂは、コリメータレンズ３０２によりビーム形状が整形され、且つ平行ビーム
とされる。そして、回転するポリゴンミラー２０７により反射されて偏向走査される。偏
向走査されたレーザ光３０１ａ、３０１ｂは、レンズ２１３ｙを透過したのちに、折り返
しミラー２１４ｙで偏向され、感光ドラム２１５ｙを走査する。感光ドラム２１５ｙの表
面上に結像されたレーザ光は、ドット状のスポットとなり、図中矢印で示した主走査方向
ＳからＳ’（感光ドラム２１５ｙの回転軸方向に平行）に移動することで走査線を形成し
、感光ドラム２１５ｙを露光する。
【００２０】
　一方、感光ドラム２１５ｙ上の走査線の走査開始位置Ｓよりも主走査方向の上流側の位
置にあるレーザ光が入射する位置にレンズ３０４が設けられており、このレンズに入射し
たレーザ光は集光されて検知手段としてのＢＤセンサ３０５に入射する。このＢＤ（Ｂｅ
ａｍ　Ｄｅｔｅｃｔ）センサ３０５はレーザ光が入射したことを検知し、レーザ光に応じ
た水平同期信号であるＢＤ信号を出力する。このＢＤセンサ３０５からのＢＤ信号に基づ
いて、感光ドラム２１５ｙにおけるレーザ光の走査の開始タイミングが決定される。また
、感光ドラム２１５ｙを走査した後で、次に再び感光ドラム２１５ｙを走査する前に、レ
ーザ光量の自動光量制御であるＡＰＣ（Ａｕｔｏ　Ｐｏｗｅｒ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）がレー
ザ制御ＩＣで行われる。そして、次の走査の為にレーザダイオード２１１ｙの発光光量（
発光強度）が調整される。
【００２１】
　［レーザ駆動システム回路図］
　図３はレーザダイオード２１１ｙを発光させるためのレーザ駆動システム回路である。
ここでは、まずイエロー用のレーザダイオード２１１ｙの片側のレーザダイオード２１１
ｙａを発光させるための回路構成について説明をする。
【００２２】
　エンジンコントローラ２０６は、ＡＳＩＣ、ＣＰＵ、ＲＡＭなどを内蔵しており、ビデ
オコントローラ２０４との通信や、破線で囲まれたレーザ制御ＩＣ２２６ａの駆動制御を
行う。なお、レーザ制御ＩＣ２２６ａの図中の点線で囲まれた部分については、レーザ制
御ＩＣ２２６ａに外部接続された回路を示している。
【００２３】
　４０１ｙａはコンパレータ回路、４０２ｙａはサンプル／ホールド回路、４０３ｙａは
レーザ制御ＩＣ２２６ａの端子に外部接続されたサンプルホールドコンデンサ（ＣＨコン
デンサ）である。サンプルホールドコンデンサに充電された電荷はホールド電圧Ｖｃｈ＿
ｙａとして電圧電流変換回路４０４ｙａに入力される。レーザ制御基準電流Ｉｒｓ＿ｙａ
は、レーザ電流制限抵抗（ＲＳ抵抗）４０５ｙａの抵抗値とホールド電圧Ｖｃｈ＿ｙａの
値に応じて決定する。すなわち、ホールド電圧Ｖｃｈ＿ｙａは、レーザ制御基準電流Ｉｒ
ｓ＿ｙａを決定するための設定電圧である。レーザ制御基準電流Ｉｒｓ＿ｙａが流れる配
線は、レーザ制御基準電流Ｉｒｓ＿ｙａをレーザ駆動電流に増幅させるためのカレントミ
ラー回路４０６ｙａに接続している。なお、レーザ電流制限抵抗４０５ｙａはレーザ制御
ＩＣ２２６ａの端子に接続し、レーザ制御ＩＣ２２６ａの外部に接続されている。
【００２４】
　ビデオコントローラ２０４から差動信号として出力されるＶＩＤＥＯ信号２０５ｙａは
、エンジンコントローラ２０６を経由してレーザ制御ＩＣ２２６ａに入力される。入力さ
れたＶＩＤＥＯ信号２０５ｙａは、差動レシーバ４０７ｙａを介してＤＡＴＡ＿ｙａ信号
に変換される。変換されたＤＡＴＡ＿ｙａ信号は、スイッチング回路４０８ｙａに入力さ
れる。スイッチング回路４０８ｙａは、ＤＡＴＡ＿ｙａ信号に応じてレーザ駆動電流ＩＬ
Ｄ＿ｙａのオンオフ制御を行う。なお、ここではＶＩＤＥＯ信号２０５ｙａは、エンジン
コントローラ２０６を経由する一例を説明したが、ビデオコントローラ２０４から直接レ
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ーザ制御ＩＣ２２６ａに入力されてもよい。
【００２５】
　スイッチング回路４０８ｙａは、レーザダイオード２１１ｙの片側のレーザ素子２１１
ｙａのカソード端子に接続されており、レーザ素子２１１ｙａにレーザ駆動電流ＩＬＤ＿
ｙａを流すことでレーザ素子２１１ｙａを発光させる。なお、レーザ素子２１１ｙａのア
ノード端子は電源ＶＣＣに接続されている。
【００２６】
　レーザ素子２１１ｙａの発光光量をモニタするフォトダイオード（以下、ＰＤとも呼ぶ
）４０９ｙのカソード端子は、電源ＶＣＣに接続されている。ＰＤ４０９ｙのアノード端
子は電流電圧変換回路４１０ｙに接続されており、モニタ電流Ｉｍ＿ｙａをモニタ電流検
知抵抗（以下、ＲＭ抵抗とも呼ぶ）４１１ｙａに流すことにより、モニタ電圧Ｖｍ＿ｙａ
を発生させている。このモニタ電圧Ｖｍ＿ｙａはコンパレータ回路４０１ｙａの正端子に
入力されており、レーザ素子２１１ｙａの発光光量のフィードバック制御に用いられてい
る。
【００２７】
　レーザ素子２１１ｙａの発光光量の設定は、前述の通りホールド電圧Ｖｃｈ＿ｙａによ
り切り替えを行う。ホールド電圧Ｖｃｈ＿ｙａの設定は、以下のように行われる。エンジ
ンコントローラ２０６から出力されるＰＷＭ信号がレーザ制御ＩＣ２２６ａのＰＷＭ入力
端子に入力され、ＰＷＭ回路４１３ｙで電圧変換される。その後、変換された電圧がコン
パレータ回路４０１ｙａの負端子側に入力されることで、ホールド電圧Ｖｃｈ＿ｙａの設
定が行われる。
【００２８】
　エンジンコントローラ２０６から出力される複数のコントロール信号ＣＮＴＲＬは、レ
ーザ制御ＩＣ２２６ａのコントロール信号端子から入力され、ロジック回路４１２ｙへと
入力される。ロジック回路４１２ｙは、サンプル／ホールド回路４０２ｙａの切替制御や
、ＰＤ４０９ｙによるフィードバック回路である電流電圧変換回路４１０ｙの切替制御を
行う。
【００２９】
　ここでは、レーザダイオード２１１ｙの片側のレーザ素子２１１ｙａの制御に係る構成
について説明した。同一レーザダイオードパッケージ内の他方のレーザ素子である２１１
ｙｂの制御に係る構成についても同様のため、ここでの説明は省略する。また、レーザ制
御ＩＣ２２６ａは、ひとつのＩＣパッケージ中にもうひとつのレーザダイオード２１１ｍ
を発光させるための駆動制御回路が実装されている。回路構成および動作仕様は、前述の
イエロー用レーザダイオード２１１ｙの駆動制御構成と同様であるため、ここでの詳細説
明および図４への図示は省略している。また、一例としてアノードコモンタイプのレーザ
ダイオードの構成について説明したが、カソードコモンタイプのレーザダイオードであっ
てもよい。
【００３０】
　［レーザ制御ＩＣとレーザダイオードの配置］
　次に、レーザ制御基板上のレーザ制御ＩＣとレーザダイオードの配置構成について、図
４を用いて説明する。レーザダイオードは、イエロー用レーザダイオード２１１ｙ、マゼ
ンタ用レーザダイオード２１１ｍ、シアン用レーザダイオード２１１ｃ、ブラック用レー
ザダイオード２１１ｋがレーザ制御基板２２５上に夫々独立して配置される。また、各レ
ーザダイオードは、前述の通り１つのレーザダイオードの中に二つの発光素子としてのレ
ーザ素子をもつツインビームレーザである。各レーザダイオードは、４つの端子を有して
いる。一例としてイエロー用のレーザダイオード２１１ｙについて説明をする。レーザダ
イオード２１１ｙは、以下の端子から構成されている。第１のレーザ素子のカソード端子
２１１＿ｌｄ１、第２のレーザ素子のカソード端子２１１＿ｌｄ２、フォトダイオードの
アノード端子２１１＿ｐｄ、レーザ素子のアノード端子及びフォトダイオードのカソード
端子の共通電源である電源供給端子２１１＿ｃｏｍ。
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【００３１】
　レーザ制御基板２２５上には、レーザ制御基板２２５とエンジンコントローラ２０６と
を接続するインタフェースコネクタ１０９、１１０や、ＢＤセンサ３０５も配置されてい
る。さらに、レーザ制御ＩＣ２２６ａ、２２６ｂも配置されている。レーザ制御ＩＣ２２
６ａは、一つのＩＣで異なる二つのレーザダイオード２１１ｙ、２１１ｍを制御する。ま
た、レーザ制御ＩＣ２２６ｂも、一つのＩＣで異なる二つのレーザダイオード２１１ｃ、
２１１ｋを制御する。
【００３２】
　レーザ制御ＩＣ２２６ａ、２２６ｂは、複数の端子を有する電子部品であり、以下のよ
うな端子などで構成されている。レーザダイオードに流す駆動電流を制御するＬＤ端子、
ＰＤの受光光量をモニタするＰＤ端子、レーザの駆動電流をグランドに流し込むためのＬ
ＤＧＮＤ端子。レーザ基準電流を制限するＲＳ抵抗に接続するためのＲＳ端子、ＰＤから
のモニタ電流をＩ／Ｖ変換するためのＲＭ抵抗へと接続するＲＭ端子、レーザの光量を一
定光量に保つためのホールドコンデンサに接続するためのＣＨ端子。レーザドライバＩＣ
の動作モードを制御するためのＣＮＴＲＬ端子、コントローラからのＶＩＤＥＯ信号を入
力するためのＶＩＤＥＯ端子、レーザ制御ＩＣへの電源供給を行うための電源ＶＣＣ，Ｇ
ＮＤ端子。
【００３３】
　次に、レーザ制御ＩＣ２２６ａとレーザダイオード２１１ｙ、２１１ｍの配置構成につ
いて説明をする。なお、ここでは一例としてレーザ制御ＩＣ２２６ａとレーザダイオード
２１１ｙ、２１１ｍの配置構成について説明するが、レーザ制御ＩＣ２２６ｂとレーザダ
イオード２１１ｃ、２１１ｋの配置構成についても同様の構成であるため、詳しい説明は
省略する。
【００３４】
　まず、レーザ制御ＩＣ２２６ａと第１の発光手段としてのイエロー用レーザダイオード
２１１ｙとを接続するＬＤ端子、ＰＤ端子、およびＬＤＧＮＤ端子を第１の端子群１０１
とする。第１の端子群１０１は、画像形成中に感光ドラム２１５ｙ上に静電潜像を形成す
べくレーザを発光するためのものである。特にＬＤ端子、ＬＤＧＮＤ端子には数十ｍＡ程
度の電流を流し、且つビデオコントローラ２０４から送られてくるＶＩＤＥＯ信号に応じ
て数ｎｓｅｃオーダーの高速スイッチングを行う端子群である。つまり、第１の端子群１
０１に接続された第１の配線パターンは、高い放射ノイズを発生する配線パターンとなる
。すなわち、第１の端子群１０１とイエロー用レーザダイオード２１１ｙを接続する配線
パターンが放射ノイズのアンテナ源とならないように配線パターンを極力短くする。これ
により、レーザ制御基板２２５から発生する放射ノイズを大幅に低減することが可能とな
る。
【００３５】
　次に、イエロー用レーザダイオード２１１ｙの発光制御のために使用するイエロー用レ
ーザダイオード２１１ｙに直接接続しないＲＳ端子、ＲＭ端子、ＣＨ端子、ＣＮＴＲＬ端
子、ＶＩＤＥＯ端子、ＶＣＣ端子、ＧＮＤ端子等を第３の端子群１０３とする。第３の端
子群１０３は、第１の端子群１０１に比べて各端子からの放射ノイズのレベルが低い端子
である。より具体的には、ＲＳ端子、ＲＭ端子は、ビデオコントローラ２０４から送られ
てくるＶＩＤＥＯ信号に応じて高速スイッチングは行う。しかし、数十ｕＡ程度しか電流
を流さない端子であるため、第３の端子群１０３に接続される第３の配線パターンの放射
ノイズのレベルは極めて低い。また、ＣＨ端子はレーザ光量を一定にするために画像形成
中においては電圧レベルが一定値となっている端子であるため、放射ノイズのレベルは同
様に極めて低い。また、ＶＩＤＥＯ端子は高速スイッチングを行う信号が伝送されるもの
の、差動信号端子となっているため、放射ノイズのレベルは前述のレーザ駆動電流からの
放射レベルと比較して低く抑えられている。
【００３６】
　次に、レーザ制御ＩＣ２２６ａと、第２の発光手段としてのマゼンタ用レーザダイオー
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ド２１１ｍとを接続するＬＤ端子、ＰＤ端子、およびＬＤＧＮＤ端子を第２の端子群１０
２とする。第２の端子群１０２は、画像形成中に感光ドラム２１５ｍ上に静電潜像を形成
すべくレーザを発光するためのものである。特にＬＤ端子、ＬＤＧＮＤ端子には数十ｍＡ
程度の電流を流し、且つビデオコントローラ２０４から送られてくるＶＩＤＥＯ信号に応
じて数ｎｓｅｃオーダーの高速スイッチングを行う端子群である。つまり、第２の端子群
１０２に接続された第２の配線パターンは、高い放射ノイズを発生する配線パターンとな
る。すなわち、第２の端子群１０２とマゼンタ用レーザダイオード２１１ｍを接続する配
線パターンが放射ノイズのアンテナ源とならないように配線パターンを極力短くする。こ
れにより、レーザ制御基板２２５から発生する放射ノイズを大幅に低減することが可能と
なる。
【００３７】
　次に、マゼンタ用レーザダイオード２１１ｍの発光制御のために使用するマゼンタ用レ
ーザダイオード２１１ｍに直接接続しないＲＳ端子、ＲＭ端子、ＣＨ端子、ＣＮＴＲＬ端
子、ＶＩＤＥＯ端子、ＶＣＣ端子、ＧＮＤ端子等を第４の端子群１０４とする。第４の端
子群１０４は、第２の端子群１０２に比べて各端子からの放射ノイズのレベルが低い端子
である。より具体的には、ＲＳ端子、ＲＭ端子は、ビデオコントローラ２０４から送られ
てくるＶＩＤＥＯ信号に応じて高速スイッチングは行う。しかし、数十ｕＡ程度しか電流
を流さない端子であるため、第４の端子群１０４に接続される第４の配線パターンの放射
ノイズのレベルは極めて低い。また、ＣＨ端子はレーザ光量を一定にするために画像形成
中においては電圧レベルが一定値となっている端子であるため、放射ノイズのレベルは同
様に極めて低い。また、ＶＩＤＥＯ端子は高速スイッチングを行う信号が伝送されるもの
の、差動信号端子となっているため、放射ノイズのレベルは前述のレーザ駆動電流からの
放射レベルと比較して低く抑えられている。
【００３８】
　次に、レーザ制御ＩＣ２２６ａと第１の端子群１０１乃至第４の端子群１０４、イエロ
ー用レーザダイオード２１１ｙ、マゼンタ用レーザダイオード２１１ｍの配置構成につい
て説明する。具体的には、第１の端子群１０１は、第３の端子群１０３に対してイエロー
用レーザダイオード２１１ｙにより近接する位置になるように、レーザ制御ＩＣ２２６ａ
の端子を配置する。また、第２の端子群１０２は、第４の端子群１０４に対してマゼンタ
用レーザダイオード２１１ｍにより近接する位置になるように、レーザ制御ＩＣ２２６ａ
の端子を配置する。
【００３９】
　さらに、イエロー用レーザダイオード２１１ｙ、マゼンタ用レーザダイオード２１１ｍ
に対して配線パターンをより短い距離で接続するために、図５に示すようにレーザ制御Ｉ
Ｃ２２６ａを配置する。具体的には、イエロー用レーザダイオード２１１ｙとマゼンタ用
レーザダイオード２１１ｍの中点を結んだ直線Ａ－Ａ’と、レーザ制御ＩＣ２２６ａのＩ
Ｃパッケージの一辺Ｂ－Ｂ’とが平行にならないようにする。このようにレーザ制御ＩＣ
２２６ａを配置することにより、第１の端子群１０１が配置された第１の辺をイエロー用
レーザダイオード２１１ｙの近くに配置することが可能となる。さらに、第２の端子群１
０２が配置された第２の辺をマゼンタ用レーザダイオード２１１ｍの近くに配置すること
が可能となる。
【００４０】
　このような配置とすることにより、レーザ駆動用の端子である第１の端子群１０１およ
び第２の端子群１０２を夫々に対応するレーザダイオードに近付ける構成とでき、配線パ
ターンを短くすることができる。配線パターンが短くなることで、放射ノイズを低減する
ことができる。さらに、レーザ制御ＩＣ２２６ａの第１の端子群１０１および第２の端子
群１０２をレーザ制御ＩＣ２２６ａの第１の角となる位置に配置する。これにより、さら
に端子群をレーザダイオードに近接させることができるため、放射ノイズを低減すること
ができる。また、第一の端子群１０１と第２の端子群１０２を夫々に対応するレーザダイ
オードに近づける構成とすることで、レーザ制御基板２２５を効率的に使用することがで
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きる。よって、第３の端子群１０３および第４の端子群１０４に接続する抵抗やコンデン
サなどの関連部品をレーザ制御基板２２５上に効率よく配置することができる。
【００４１】
　なお、シアン用レーザダイオード２１１ｃ、ブラック用レーザダイオード２１１ｋおよ
びレーザ制御ＩＣ２２６ｂの配置構成についても、イエロー用レーザダイオード２１１ｙ
、マゼンタ用レーザダイオード２１１ｍおよびレーザ制御ＩＣ２２６ａと同様である。よ
って、説明の便宜上、以下では第３の発光手段としてのシアン用レーザダイオード２１１
ｃ、第４の発光手段としてのブラック用レーザダイオード２１１ｋの詳細な説明は省略し
、簡略に説明する。シアン用レーザダイオード２１１ｃに接続している第５の端子群１０
５は、接続していない第７の端子群１０７に対してシアン用レーザダイオード２１１ｃに
より近接する位置になるように、レーザ制御ＩＣ２２６ｂの端子を配置する。つまり、第
５の端子群に接続する第５の配線パターンを短くすることができる。また、第７の端子群
１０７に接続する第７の配線パターンの放射ノイズのレベルは極めて低い。よって、この
ような配置にすることで、放射ノイズを低減することができる。
【００４２】
　また、ブラック用レーザダイオード２１１ｋに接続している第６の端子群１０６は、接
続していない第８の端子群１０８に対してブラック用レーザダイオード２１１ｋにより近
接する位置になるように、レーザ制御ＩＣ２２６ｂの端子を配置する。つまり、第６の端
子群に接続する第６の配線パターンを短くすることができる。また、第８の端子群１０８
に接続する第８の配線パターンの放射ノイズのレベルは極めて低い。よって、このような
配置にすることで、放射ノイズを低減することができる。
【００４３】
　また、ここでは一例としてツインビームのレーザダイオードを接続した構成について説
明したがこれに限られるものではない。レーザ制御ＩＣに接続するダイオードはシングル
ビームのレーザダイオードや、クワッドビームのレーザダイオードなどであってもよい。
また、ここでは一例としてイエロー用レーザダイオード２１１ｙ及びマゼンタ用レーザダ
イオード２１１ｍをレーザ制御ＩＣ２２６ａに接続した。また、シアン用レーザダイオー
ド２１１ｃ及びブラック用レーザダイオード２１１ｋをレーザ制御ＩＣ２２６ｂに接続し
た。しかし、これに限られるものではなく、各色とレーザ制御ＩＣの組合せは如何様であ
ってもよい。
【００４４】
　このように、複数の異なる色用のレーザダイオードを一つのレーザ制御ＩＣにより駆動
制御することで、レーザ制御基板上の部品実装面積を減らすことができるため、レーザ制
御基板の小型化が可能となる。また、放射ノイズのレベルが高いレーザ駆動電流端子を各
色用のレーザダイオードに近接するようにレーザ制御ＩＣを配置することにより、放射ノ
イズを抑制することが可能となる。その結果、レーザ制御基板上に放射ノイズを低減する
ためのフィルタ回路、ノイズ遮蔽部材等を配置することなく、又は必要最小限だけ配置す
るような構成とすることができる。よって、レーザ制御基板を小型化するとともに、光学
装置の小型化も実現することがきる。
【００４５】
　近年、画像形成装置においては、装置の小型化が要望されている。画像形成装置のよう
に、複数の感光ドラムをそれぞれ露光させることにより画像を形成する構成において、従
来においては図１０のような構成とすることがあった。レーザ制御基板１００１上には、
感光ドラムの数に応じた複数のレーザダイオード２１１ｙ、２１１ｍ、２１１ｃ、２１１
ｋが配置される。さらに、これらのレーザダイオードを発光制御するためのレーザ制御Ｉ
Ｃ１００２ｙ、１００２ｍ、１００２ｃ、１００２ｋが、各レーザダイオードに応じて配
置される。そのため、レーザ制御基板のサイズは、レーザダイオード、及びレーザ制御Ｉ
Ｃの数が多いほど大型化する傾向にあった。上述した、本実施形態のような配置構成とす
ることで、複数の異なる色用のレーザダイオードを一つのレーザ制御ＩＣにより駆動制御
することで、レーザ制御基板上の部品実装面積を減らすことができるため、レーザ制御基
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板の小型化が可能となる。また、複数のレーザダイオードとレーザ制御ＩＣの配置を、レ
ーザ制御ＩＣから複数のレーザダイオードを繋ぐ配線パターン長が短くなるようにしてい
るため、配線パターンから放射される放射ノイズを低減することができる。
【００４６】
　（第２の実施形態）
　第１の実施形態においては、第１の端子群１０１、及び第２の端子群１０２をレーザ制
御ＩＣ２２６ａの一つの角に隣接させて配置する構成について説明をした。本実施形態に
おいては、第１の端子群１０１、及び第２の端子群１０２の配置が第１の実施形態とは異
なる構成を説明する。なお、画像形成装置の構成やレーザ制御ＩＣ等、先の第１の実施形
態と同様の構成については、ここでの詳しい説明を省略する。
【００４７】
　［レーザ制御ＩＣとレーザダイオードの配置］
　図６は、本実施形態におけるレーザ制御基板上のレーザ制御ＩＣとレーザダイオードの
配置構成を示した図である。より具体的には、イエロー用レーザダイオード２１１ｙ、マ
ゼンタ用レーザダイオード２１１ｍが、光学設計上レーザ制御ＩＣ２２６ａの１辺の長さ
よりも十分に離れた位置に配置してある構成について示している。
【００４８】
　先の第１の実施形態と同様に、第１の端子群６０１は、レーザ制御ＩＣ２２６ａと、イ
エロー用レーザダイオード２１１ｙとを接続するＬＤ端子、ＰＤ端子、およびＬＤＧＮＤ
端子とする。また、第３の端子群６０３は、イエロー用レーザダイオード２１１ｙの発光
制御のために使用するイエロー用レーザダイオード２１１ｙに直接接続しないＲＳ端子、
ＲＭ端子、ＣＨ端子、ＣＮＴＲＬ端子、ＶＩＤＥＯ端子、ＶＣＣ端子、ＧＮＤ端子等とす
る。また、第２の端子群６０２は、レーザ制御ＩＣ２２６ａと、マゼンタ用レーザダイオ
ード２１１ｍとを接続するＬＤ端子、ＰＤ端子、およびＬＤＧＮＤ端子とする。第４の端
子群６０４は、マゼンタ用レーザダイオード２１１ｍの発光制御のために使用するマゼン
タ用レーザダイオード２１１ｍに直接接続していないＲＳ端子、ＲＭ端子、ＣＨ端子、Ｃ
ＮＴＲＬ端子、ＶＩＤＥＯ端子、ＶＣＣ端子、ＧＮＤ端子等とする。
【００４９】
　次に、第１の端子群６０１の配置について説明する。第１の端子群６０１が配置される
レーザ制御ＩＣ２２６ａの一辺の直線Ｄ－Ｄ’に対する仮想線である垂線Ｃ－Ｃ’をひく
。そして、レーザ制御ＩＣ２２６ａの一辺Ｄ－Ｄ’とイエロー用レーザダイオード２１１
ｙの中心点とを結ぶ垂線Ｃ－Ｃ’が交わる交点に最も近い端子を含む端子群を第１の端子
群６０１とする。つまり、レーザ制御ＩＣ２２６ａとイエロー用レーザダイオード２１１
ｙを結ぶ配線パターンの長さが短くなるような位置に第１の端子群６０１を配置するとい
える。
【００５０】
　同様にして、第２の端子群６０２の配置について説明する。第２の端子群６０２が配置
されるレーザ制御ＩＣ２２６ａの一辺の直線Ｆ－Ｆ’に対する仮想線である垂線Ｅ－Ｅ’
をひく。そして、レーザ制御ＩＣ２２６ａの一辺Ｆ－Ｆ’とマゼンタ用レーザダイオード
２１１ｍの中心点とを結ぶ垂線Ｅ－Ｅ’が交わる交点に最も近い端子を含む端子群を第２
の端子群６０２とする。つまり、レーザ制御ＩＣ２２６ａとマゼンタ用レーザダイオード
２１１ｍを結ぶ配線パターンの長さが短くなるような位置に第２の端子群６０２を配置す
るといえる。また、このような配置とすることで、レーザ制御ＩＣ２２６ａは、イエロー
用レーザダイオード２１１ｙとマゼンタ用レーザダイオード２１１ｍから等距離となる位
置に配置されるともいうことができる。
【００５１】
　また、図７は、先の図６とは異なるレーザ制御基板上のレーザ制御ＩＣとレーザダイオ
ードの配置構成を示した図である。図７においては、レーザ制御ＩＣ２２６ａの第１の辺
と第２の辺からなる第１の角に、第１の端子群７０１を配置する。さらに、レーザ制御Ｉ
Ｃ２２６ａの第２の辺と第３の辺からなる第２の角に、第２の端子群７０２を配置する。
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レーザ制御ＩＣ２２６ａの第１の角と、イエロー用レーザダイオード２１１ｙが近接する
位置関係にあるため、第１の角に近い端子群を第１の端子群７０１とする。これにより、
第１の端子群７０１に接続する第１の配線パターンを、第３の端子群７０３に接続する第
３の配線パターンより短くすることができる。同様に、レーザ制御ＩＣ２２６ａの第２の
角と、マゼンタ用レーザダイオード２１１ｍが近接する位置関係にあるため、第２の角に
近い端子群を第２の端子群７０２とする。これにより、第２の端子群７０２に接続する第
２の配線パターンを、第４の端子群７０４に接続する第４の配線パターンより短くするこ
とができる。
【００５２】
　このように、レーザ制御ＩＣとレーザダイオードとの配置関係に応じて、レーザ制御Ｉ
Ｃとレーザダイオードを繋ぐ配線パターンの端子を適切に配置することで、配線パターン
を短くすることができる。よって、放射ノイズを抑制することが可能となる。なお、シア
ン用レーザダイオード２１１ｃ、ブラック用レーザダイオード２１１ｋおよびレーザ制御
ＩＣ２２６ｂの配置構成については、説明の便宜上、詳細な説明は省略する。第１の実施
形態と同様に、イエロー用レーザダイオード２１１ｙ、マゼンタ用レーザダイオード２１
１ｍおよびレーザ制御ＩＣ２２６ａと同様の構成のためである。
【００５３】
　（第３の実施形態）
　第１の実施形態においては、第１の端子群１０１、及び第２の端子群１０２をレーザ制
御ＩＣ２２６ａの一つの角に隣接させて配置する構成について説明をした。本実施形態に
おいては、第１の端子群１０１、及び第２の端子群１０２の配置が第１の実施形態とは異
なる構成を説明する。なお、画像形成装置の構成やレーザ制御ＩＣ等、先の第１の実施形
態と同様の構成については、ここでの詳しい説明を省略する。
【００５４】
　［レーザ制御ＩＣとレーザダイオードの配置］
　図８は、本実施形態におけるレーザ制御基板上のレーザ制御ＩＣとレーザダイオードの
配置構成を示した図である。８０１は、レーザ制御ＩＣ２２６ａのグランド端子であり、
８０２は、グランド端子に接続したレーザ制御基板上のグランドプレーンである。
【００５５】
　先の第１の実施形態と同様に、第１の端子群８０３は、レーザ制御ＩＣ２２６ａと、イ
エロー用レーザダイオード２１１ｙとを接続するＬＤ端子、ＰＤ端子、およびＬＤＧＮＤ
端子とする。また、第３の端子群８０５は、イエロー用レーザダイオード２１１ｙの発光
制御のために使用するイエロー用レーザダイオード２１１ｙに直接接続していないＲＳ端
子、ＲＭ端子、ＣＨ端子、ＣＮＴＲＬ端子、ＶＩＤＥＯ端子、ＶＣＣ端子、ＧＮＤ端子等
とする。また、第２の端子群８０４は、レーザ制御ＩＣ２２６ａと、マゼンタ用レーザダ
イオード２１１ｍとを接続するＬＤ端子、ＰＤ端子、およびＬＤＧＮＤ端子とする。第４
の端子群８０６は、マゼンタ用レーザダイオード２１１ｍの発光制御のために使用するマ
ゼンタ用レーザダイオード２１１ｍに直接接続していないＲＳ端子、ＲＭ端子、ＣＨ端子
、ＣＮＴＲＬ端子、ＶＩＤＥＯ端子、ＶＣＣ端子、ＧＮＤ端子等とする。
【００５６】
　先の第１の実施形態においては、レーザ制御ＩＣ２２６ａの一つの角を挟んで第一の端
子群１０１と第２の端子群１０２が隣接するように配置されていた。本実施形態において
は、第１の端子群８０３と第２の端子群８０４の間の端子をグランド端子８０１とする。
グランド端子８０１をレーザ制御ＩＣ２２６ａの第１の端子群８０３と第２の端子群８０
４の間に配置することで、レーザ制御基板上にレーザ制御ＩＣ２２６ａのグランドプレー
ン８０２を広く取ることができる。よって、レーザ制御基板のグランドレベルが安定し、
放射ノイズを抑制することができる。なお、シアン用レーザダイオード２１１ｃ、ブラッ
ク用レーザダイオード２１１ｋおよびレーザ制御ＩＣ２２６ｂの配置構成については、説
明の便宜上、詳細な説明は省略する。第１の実施形態と同様に、イエロー用レーザダイオ
ード２１１ｙ、マゼンタ用レーザダイオード２１１ｍおよびレーザ制御ＩＣ２２６ａと同
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様の構成のためである。
【００５７】
　（第４の実施形態）
　第１の実施形態乃至第３の実施形態においては、一つのレーザ制御ＩＣで二つのレーザ
ダイオードを制御する構成について説明した。本実施形態においては、一つのレーザ制御
ＩＣで四つのレーザダイオードを制御する構成について説明する。なお、画像形成装置の
構成やレーザ制御ＩＣ等、先の第１の実施形態と同様の構成については、ここでの詳しい
説明を省略する。
【００５８】
　［レーザ制御ＩＣとレーザダイオードの配置］
　図９は、本実施形態におけるレーザ制御基板上のレーザ制御ＩＣとレーザダイオードの
配置構成を示した図である。本実施形態においては、レーザ制御ＩＣ９０９によって、各
レーザダイオード２１１ｙ、２１１ｍ、２１１ｃ、２１１ｋが制御される。
【００５９】
　先の第１の実施形態と同様に、第１の端子群９０１は、レーザ制御ＩＣ９０９と、イエ
ロー用レーザダイオード２１１ｙとを接続するＬＤ端子、ＰＤ端子、およびＬＤＧＮＤ端
子とする。また、第３の端子群９０３は、イエロー用レーザダイオード２１１ｙの発光制
御のために使用するイエロー用レーザダイオード２１１ｙに直接接続しないＲＳ端子、Ｒ
Ｍ端子、ＣＨ端子、ＣＮＴＲＬ端子、ＶＩＤＥＯ端子、ＶＣＣ端子、ＧＮＤ端子等とする
。また、第２の端子群９０２は、レーザ制御ＩＣ９０９と、マゼンタ用レーザダイオード
２１１ｍとを接続するＬＤ端子、ＰＤ端子、およびＬＤＧＮＤ端子とする。第４の端子群
９０４は、マゼンタ用レーザダイオード２１１ｍの発光制御のために使用するマゼンタ用
レーザダイオード２１１ｍに直接接続しないＲＳ端子、ＲＭ端子、ＣＨ端子、ＣＮＴＲＬ
端子、ＶＩＤＥＯ端子、ＶＣＣ端子、ＧＮＤ端子等とする。
【００６０】
　また、第５の端子群９０５は、レーザ制御ＩＣ９０９と、シアン用レーザダイオード２
１１ｃとを接続するＬＤ端子、ＰＤ端子、およびＬＤＧＮＤ端子とする。また、第７の端
子群９０７は、シアン用レーザダイオード２１１ｃの発光制御のために使用するシアン用
レーザダイオード２１１ｃに直接接続しないＲＳ端子、ＲＭ端子、ＣＨ端子、ＣＮＴＲＬ
端子、ＶＩＤＥＯ端子、ＶＣＣ端子、ＧＮＤ端子等とする。また、第７の端子群９０７は
、レーザ制御ＩＣ９０９と、ブラック用レーザダイオード２１１ｋとを接続するＬＤ端子
、ＰＤ端子、およびＬＤＧＮＤ端子とする。第８の端子群９０８は、ブラック用レーザダ
イオード２１１ｋの発光制御のために使用するブラック用レーザダイオード２１１ｋに直
接接続しないＲＳ端子、ＲＭ端子、ＣＨ端子、ＣＮＴＲＬ端子、ＶＩＤＥＯ端子、ＶＣＣ
端子、ＧＮＤ端子等とする。
【００６１】
　本実施形態においては、第１の端子群９０１、第２の端子群９０２、第５の端子群９０
５、第６の端子群９０６は、それぞれ第３の端子群９０３、第４の端子群９０４、第７の
端子群９０７、第８の端子群９０８よりも、各レーザダイオードに近接する。なお、図９
においては、先の第１の実施形態のようにレーザ制御ＩＣ９０９の一方の角に第１の端子
群９０１及び第２の端子群９０２を配置し、他方の角に第５の端子群９０５及び第６の端
子群９０６を配置する構成を示している。このほかに、例えば第２の実施形態のようにレ
ーザ制御ＩＣ９０９と各レーザダイオード及び各端子群を配置してもよいし、第３の実施
形態のように配置してもよい。また、第１の実施形態でも説明したように、一例としてツ
インビームのレーザダイオードを接続した構成について説明したがこれに限られるもので
はない。レーザ制御ＩＣに接続するダイオードはシングルビームのレーザダイオードや、
クワッドビームのレーザダイオードなどであってもよい。
【００６２】
　このように、一つのレーザ制御ＩＣ９０９で４つのレーザダイオード２１１ｙ、２１１
ｍ、２１１ｃ、２１１ｋを制御する構成においても、レーザ制御ＩＣ９０９と各レーザダ
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イオードを接続する配線パターンを短くすることができる。よって、レーザ制御基板の小
型化が可能となる。また、放射ノイズを抑制することができる。
【符号の説明】
【００６３】
　１０１　第１の端子群
　１０２　第２の端子群
　１０３　第３の端子群
　１０４　第４の端子群
　２１１ｙ　イエロー用レーザダイオード
　２１１ｍ　マゼンタ用レーザダイオード
　２１１ｃ　シアン用レーザダイオード
　２１１ｋ　ブラック用レーザダイオード
　２２６ａ、２２６ｂ　レーザ制御ＩＣ

【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】
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